


2016年度から、農林水産省は「食育活動表彰」を立ち上げ、ボランティア活動、教育活動
又は農林漁業、食品製造・販売等その他の事業活動を通じて食育を推進する優れた取組を表
彰しています。
今回の表彰対象の活動は、第４次食育推進基本計画の重点事項を中心に
(1) 生涯を通じた心身の健康を支える食育を推進する活動
(2) 持続可能な食を支える食育を推進する活動
(3) 「新たな日常」やデジタル化に対応した食育を推進する活動
(4) その他の食育を推進する活動
としています。
表彰部門には、都道府県、政令指定都市、大学等からの推薦によるボランティア部門と、

自薦応募も可能な教育関係者・事業者部門の２部門を設定しています。
今回は154件の事例の中から、特に優れた取組を行っている５件の団体に対して農林水産

大臣賞、優れた取組を行っている14件に対して消費・安全局長賞及び特色ある取組を行って
いる5件に対して審査委員特別賞が授与されました。
受賞者の取組をまとめた本事例集は、地域で様々な食育活動を行っている方々の参考とし

ていただけるよう作成いたしました。皆さまの今後の食育活動をより一層充実したものにし
ていただくために、御活用いただければ幸甚です。

        2024年４月
        農林水産省消費･安全局消費者行政･食育課

● 事例集の発行にあたって
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第８回「食育活動表彰」では、全国都道府県等から推薦された154件を対象に
審査を行い、その中から優れた24の食育活動を表彰することとなりました。
受賞された団体・個人の皆さまに心からお慶びを申し上げます。

審査委員会では審査基準に基づき、先進性、継続性、有効性、波及性、実践性の５つの観点から評価をし、
さらに、以下についても審査委員で熟慮を重ねて検討を行いました。
① 対象活動が第４次食育推進基本計画の３つの重点事項の効果的な解決に資するものであるか。
② ”地域における食の循環”全体の中における自らの活動の目的や目標を明確にし、企画、実施、評価

までに関して地域との連携を踏まえて活動を進めているか。

「ボランティア部門」（食生活改善推進員の部）では、兵庫県いずみ会が幼児、学童とその保護者をはじめ、
食生活が乱れやすい中高大学生を対象とした講習会及び訪問活動による普及啓発を実施して、バランスの良い食
生活が習慣化するように支援してきました。「同部門」（食育推進ボランティアの部）では、福井県のキッズ☆
サポーターが「料理で学ぶ」をコンセプトに市内全園の年長児が参加する「キッズ・キッチン」基礎編、地域内
外からも参加できる「キッズ・キッチン」拡大編、市内全校の６年生が参加する「ジュニア・キッチン」を、市
民グループの主体的な取組によって展開しています。

「教育関係者・事業者部門」（教育等関係者の部）では、佐賀県立伊万里実業高等学校フードプロジェクト部
が「食で伊万里を元気に」をキーワードに地元食材を活用した商品開発を続けていて、正しい食の循環システム
を構築すること、地域の一人ひとりが参加できる持続可能なまちづくりを行うことを目指しています。
「同部門」（農林漁業者等の部）では、山形県のサスティナ鶴岡が郷土食文化の継承に危機感を覚えた食材生

産者および地域の料理人らを中心に、子どもたちの自活力を育む、体験の貧困を減らす、郷土の食文化と食材の
豊かさを伝承する、将来農業や漁業に携わる人材を育成するための活動を行っています。「同部門」（企業の
部）では、千葉ジェッツふなばしが、「”ささえる”からはじまる社会貢献」を展開する中で、子ども食堂、フー
ドドライブ、子ども未来会議室、選手発案農業体験、選手と料理体験といった活動を地域の行政、企業、NPO、
JAなど様々な団体と連携して行ってきました。

以上、５つの部の大臣賞をご紹介しましたが、それ以外の14の局長賞においても第４次食育推進基本計画の重
点テーマを中心に包括的に食育に取り組んだ事例を表彰しました。また、５つの審査委員特別賞では、地域の特
定の課題に取り組んだり、食育の領域を広げて未来の姿を示したりした挑戦的でユニークな取組を授賞対象とさ
せていただきました。
表彰された様々な食育活動をご覧いただき、国民の間に食育の意義と奥深さが理解されることを期待するとと

もに、家庭、学校や保育所等の教育現場、そして地域において食育のさらなる推進と新たな食育への挑戦が起こ
ることを祈念しております。

審査委員長
 中 嶋 康 博  
＜ 東京大学大学院 農学生命科学研究科長 農学部長 ＞
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